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モリス氏の表情を
よく伝える写真

再生された旧寿屋本家（千葉県一宮町）

―
―
国
際
的
建
築
史
と
し
て
日
本
の
建
築
物
を
研
究
教
育

佐
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事
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洸
楓
座
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Someone

第㊱回

マ
ー
テ
ィ
ン
・
モ
リ
ス 

氏
（
建
築
史
家
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

▼
人
生
は
意
志
か
偶
然
か
？

英
名
マ
ー
テ
ィ
ン
・
モ
リ

ス
（Martin Morris)

博
士

は
、
今
年
、
千
葉
大
学
を
定

年
に
な
り
名
誉
教
授
と
な
っ

た
。
英
国
出
身
で
日
本
に
来

て
す
で
に
38
年
に
な
る
。
定

年
を
機
会
に
英
国
に
帰
る
準

備
も
し
て
い
る
が
、
日
本
で

の
長
い
研
究
生
活
で
蓄
積
し

た
研
究
資
料
の
整
理
や
日
本

で
や
り
た
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
半
年
は
授
業
も
持
つ
こ

と
に
な
り
す
ぐ
に
は
旅
立
て

な
い
。
英
国
の
実
家
の
管
理

や
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
を

英
語
で
世
界
へ
伝
え
る
に

は
、
帰
国
し
た
方
が
い
い
か

な
と
、
考
え
て
い
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る

モ
リ
ス
氏
に
は
、
筆
者
か
ら

も
継
続
し
て
お
願
い
ご
と
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
一
つ

は
、
後
述
す
る
国
際
善
隣
協

会
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

（
実
施
済
み
）
と
論
文
の
寄

稿
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
こ

の
コ
ラ
ム
で
の
紹
介
で
あ

る
。
な
お
、
さ
ら
に
古
民
家

再
生
に
つ
い
て
も
意
見
を
求

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

モ
リ
ス
氏
と
筆
者
と
は
、

千
葉
大
学
の
工
学
部
や
大
学

院
で
、
同
氏
は
建
築
、
筆
者

は
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
と
、

所
属
す
る
学
科
は
異
な
っ
た

が
同
僚
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
は
、
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム

学
科
に
所
属
す
る
学
生
が
、

夏
季
休
暇
中
に
モ
リ
ス
氏
が

行
う
建
築
史
野
外
研
修
（
京

都
・
奈
良
方
面
）
に
参
加

し
、
そ
の
縁
を
通
じ
て
モ
リ

ス
氏
と
関
わ
り
を
も
っ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
が
受
諾
し
た

国
交
省
の
地
域
創
成
事
業
の

「
房
総
横
断
鉄
道
沿
線
の
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
環
境
整

備
」
に
お
い
て
、
同
氏
に
専

門
の
歴
史
建
築
の
調
査
を
研

究
委
託
し
、
展
示
と
プ
レ
ゼ

ン
を
や
っ
て
頂
い
た
こ
と
が

縁
で
、
関
係
が
深
ま
っ
た
。

ま
た
同
氏
の
取
り
組
み
で

あ
る
千
葉
県
一
宮
町
の
寿
屋

本
家
の
建
築
史
の
調
査
研
究

は
、
前
述
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
活
動
と
も
重
な
り
、
さ

ら
に
関
係
が
深
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
記
述
し

た
い
の
は
モ
リ
ス
氏
の
研
究

と
は
「
大
工
」。
建
築
の
長

の
作
品
で
あ
る
と
い
う
。
そ

formation 

＆ 
Knowled

ge

）
が
歴
史
と
い
え
る
。

建
築
と
建
物
と
の
違
い

は
難
し
い
が
、
建
築
は
建

築
家
の
作
品
で
、
建
築
家

紹
介
の
ほ
か
、
人
柄
や
性

格
、
真
面
目
さ
や
一
途
さ
で

あ
り
、
本
来
で
は
日
本
人
が

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

情
に
つ
い
て
さ
え
思
い
起
こ

さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、

建
築
の
歴
史
や
保
存
と
い
う

研
究
実
践
は
、
現
代
に
お
け

る
短
絡
的
＆
刹
那
的
な
発
展

を
美
化
す
る
風
潮
に
対
す
る

も
の
で
、
古
民
家
再
生
や
伝

統
的
歴
史
建
築
に
つ
い
て
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る

（
後
述
）。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

モ
リ
ス
氏
は
、
１
９
５
６

年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
北
の

造
園
業
を
営
む
家
庭
に
生
ま

れ
た
。
16
世
紀
に
遡
る
家
系

で
あ
る
ら
し
い
。
父
親
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
建
築
事
務
所

を
経
営
し
て
い
た
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
建
築
及
び
美
術

史
学
部
卒
業
、
修
士
ま
で
終

え
た
。
そ
の
後
、
来
日
し
東

京
大
学
大
学
院
で
工
学
修

士
、
工
学
博
士
（
１
９
９

５
）。
千
葉
大
学
工
学
部
＆

大
学
院
で
講
師
、
助
教
授
、

准
教
授
、
同
教
授
、
２
０
２

２
年
３
月
定
年
退
職
。
現
在

名
誉
教
授
と
、
千
葉
大
学
の

資
料
か
ら
は
引
用
略
記
で
き

る
。ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ト
リ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
東
京
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
そ
の
講
演
動
画

か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
背
景

が
知
れ
る
【
註
１
】。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入

学
し
、
は
じ
め
は
歴
史
を
専

攻
し
て
い
た
が
そ
の
後
、
建

築
に
転
向
し
た
。
１
９
７
９

年
に
、
同
大
学
建
築
及
び
美

術
史
学
部
卒
業
し
た
。
そ
の

後
、
地
元
の
建
築
設
計
事
務

所
に
就
職
し
た
り
し
、
１
９

８
２
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
の
建
築
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ

を
取
得
、
翌
年
に
は
大
学
院

修
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。

こ
の
間
に
、
建
築
の
歴
史
、

と
く
に
歴
史
的
建
築
物
の
保

存
に
関
し
て
研
究
し
た
。
ま

た
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
英
語

を
学
び
に
来
て
い
た
日
本
人

女
性
と
出
会
い
、
結
婚
し
た

こ
と
も
関
係
し
、
日
本
の
伝

統
建
築
、
特
に
都
市
に
お
け

る
固
有
な
家
屋
と
い
え
る
日

本
建
築
の
「
町
屋
」
に
つ
い

て
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

モ
リ
ス
氏
は
、
１
９
８
３

年
に
東
京
大
学
の
研
究
生
に

な
り
翌
年
に
は
修
士
課
程
に

入
学
し
、
そ
の
後
、
博
士
課

程
に
進
学
し
た
。
こ
の
間
は

奨
学
金
を
得
て
い
た
が
、
途

中
か
ら
は
自
活
し
研
鑽
を
重

ね
、
１
９
９
５
年
に
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
。
そ
し

て
、
町
屋
の
住
居
形
式
を
基

礎
に
置
く
日
本
の
様
々
な
階

層
で
の
住
宅
の
発
展
過
程
に

つ
い
て
の
建
築
学
史
に
関
す

る
学
会
講
演
を
果
た
し
、
１

洋
の
建
築
の
歴
史
的
発
展
に

お
け
る
類
似
と
相
違
と
そ
の

意
味
に
つ
い
て
、
比
較
文
化

的
な
観
点
か
ら
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
英
国
研
究
者
が

と
ら
え
る
建
築
史
の
視
点
と

し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と

な
る
。　

▼
建
築
史
学
の
役
割
と

　
重
要
性

モ
リ
ス
氏
は
、
２
０
２
２

年
３
月
に
定
年
退
職
を
記
念

に
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
オ

ン
ラ
イ
ン
最
終
講
義
を
「
建

築
史
学
の
役
割
と
重
要
性
」

と
題
し
て
行
っ
た
【
註
２
】。

そ
の
講
義
で
は
、
建
築
史
学

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

モ
リ
ス
氏
は
千
葉
大
学
で

２
６
年
間
、
世
界
建
築
史
、

日
本
建
築
史
、
建
築
の
保
全

と
再
生
、
住
宅
史
、
建
築
デ

ザ
イ
ン
基
礎
な
ど
の
講
義
を

担
当
し
た
。
日
本
の
伝
統
的

な
建
築
を
英
国
人
が
研
究
教

育
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
そ
れ
は
既
述
の
よ
う
に

日
本
の
建
築
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
世
界
の
視
野
か
ら
行

わ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

建
築
史
学
は
、
文
系
の
歴

史
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
歴

史
＆
建
築
で
あ
る
。
ま
ず
、

歴
史
と
は
？

と
問
い
、「
時

空
間
（
空
間
と
時
間
）
の
変

化
」
で
あ
る
と
し
た
。
し
か

し
、
人
間
の
存
在
は
、
文
明

や
文
化
に
よ
り
、「
遺
伝
子

を
超
え
た
変
化
」
を
行
う
。

す
な
わ
ち
、
遺
伝
に
よ
る
変

化
か
ら
「
文
明
に
よ
る
変

化
」
を
行
う
。
そ
の
ツ
ー
ル

は
、
言
語
と
文
字
で
あ
り
、

歴
史
と
は
、
過
去
に
関
し
て

残
さ
れ
た
記
録
や
証
拠
の
分

析
で
あ
る
と
・
・
。

し
か
し
、
人
間
は
事
実
を

知
る
だ
け
で
は
満
足
し
な

い
。「
発
展
の
過
程
の
理
解

と
そ
の
評
価
」
を
目
指
す
。

結
果
、「
情
報
＋
知
識
」（In

ザ
イ
ン
進
化
の
た
め
の
媒
体

と
し
て

④
何
が
可
能
だ
っ
た
の
か
を

思
い
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て

第
１
の
柱
は
、
建
築
は
時

代
を
象
徴
す
る
建
物
と
し
て

意
味
づ
け
で
あ
る
。

例
え
ば
、
明
治
維
新
の
時

に
は
洋
風
建
築
が
国
造
り
の

象
徴
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

同
様
に
、
奈
良
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
は
中
国
の
都
市
を
モ

デ
ル
と
し
た
。
こ
れ
は
、
自

己

イ

メ

ー

ジ
（Self-

image

）
と
し
て
、
時
代
を

超
え
て
「
建
築
の
歴
史
」
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
の
居
宅
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
い
え
る
こ
と
を

モ
リ
ス
氏
は
、
自
身
の
建
築

史
の
原
点
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。
そ
れ
は
、「
町
屋
」
で

あ
る
が
、
通
り
に
面
し
て
住

居
と
使
用
人
が
住
め
る
商
業

建
築
で
あ
る
。

モ
デ
ル
住
宅
や
建
築
の
普

及
に
は
、
基
本
タ
イ
プ
が
あ

り
、
そ
の
上
層
（
上
級
）
住

宅
内
に
庶
民
住
居
の
建
築
が

付
属
屋
と
し
て
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
発
展
は
経
済
や
資

産
規
模
と
連
携
は
し
て
い
る

が
、
基
本
的
な
モ
デ
ル
と
し

て
理
解
で
き
る
。

同
様
な
モ
デ
ル
的
な
変
遷

は
、
都
市
居
住
／
居
宅
に
お

い
て
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
で

も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
建

築
史
学
を
学
ん
だ
建
築
家
こ

そ
が
、
自
己
理
解
と
し
て
建

築
の
発
展
を
正
し
く
評
価
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
、
建
築

史
学
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

第
２
の
柱
は
、
歴
史
的
建

築
の
保
全
に
つ
い
て
で
あ
る
。

直
接
的
、
間
接
的
な
取
り

組
み
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

□
直
接
的
な
支
え
方

歴
史
的
建
築
を
記
録
・
調

査
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
前

述
し
た
学
生
を
伴
っ
て
の
調

査
活
動
も
含
ま
れ
る
。
モ
リ

ス
氏
が
重
視
し
て
い
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

同
時
に
、
歴
史
的
建
築
の

保
全
学
と
修
復
技
術
の
適
用

が
重
要
と
な
る
。

□
間
接
的
な
支
え
方

「
建
築
の
保
全
と
再
生
」

と
い
う
授
業
で
、「
重
要
文

化
財
建
造
物
の
日
英
比
較
」

と
し
て
、
国
指
定
の
重
要
文

化
財
と
国
宝　

登
録
文
化
財

伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
な

ど
の
比
較
を
知
る
機
会
に
な

っ
た
。

直
接
・
間
接
に
関
わ
ら
ず

保
全
や
再
生
に
お
い
て
著
者

が
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
中
世
に
対
す

る
あ
こ
が
れ
が
、
産
業
革
命

に
対
す
反
動
に
つ
い
て
で
あ

る
。
結
果
、「
ゴ
シ
ッ
ク
ル

ネ
サ
ン
ス
」、
あ
る
い
は
「
バ

ナ
キ
ュ
ラ
ー
リ
バ
イ
バ
ル
」

と
い
う
文
化
が
起
こ
っ
た
。

提
唱
者
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・

モ
リ
ス
で
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｂ
と
い

う
組
織
で
、
伝
統
建
築
を
保

存
す
る
組
織
活
動
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
別
の
言
い
方

で
は
、<

生
き
て
い
る
歴
史>

〝Living 
History

〟
と
し

て
の
活
動
で
あ
り
、
愛
着
が

歴
史
へ
の
憧
憬
と
し
て
あ

る
。
そ
れ
は
、
建
築
に
お
い

て
も
中
世
へ
の
愛
着
で
あ
る
。

▼
わ
が
国
で
の
保
全
の
例

モ
リ
ス
氏
が
力
を
入
れ
た

わ
が
国
で
の
古
民
家
再
生
の

例
と
し
て
は
、
写
真
に
掲
げ

た
千
葉
県
一
宮
町
の
斎
藤
家

住
宅
（
旧
寿
屋
本
家
、
明
治

中
期
の
店
蔵
住
居
）
が
あ

る
。
こ
れ
は
モ
リ
ス
氏
の
研

究
室
の
ほ
か
、
地
元
の
志
田

信
子
氏
（
町
会
議
員
）
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

さ
す
が
一
の

宮
、
ま
た
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ａ
建
築
研

究
所
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
複
数
年
度
で

の
本
格
的
な
建
築
学
史
調
査

が
行
わ
れ
、
現
在
、
地
元
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
り
カ
フ
ェ
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
運
営
＆

利
用
さ
れ
て
い
る
。

▼
善
隣
協
会
で
の

　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

２
０
２
２
年
５
月
に
は
、

国
際
善
隣
協
会
で
も
講
演
し

て
頂
い
た
。
こ
の
協
会
は
、

日
本
と
そ
の
隣
国
と
の
関
わ

り
を
主
眼
と
し
て
い
る
の

で
、
千
葉
大
学
の
学
生
向
け

の
講
義
の
「
日
本
建
築
論
」

を
素
材
に
し
て
一
般
の
受
講

者
に
お
話
し
し
て
頂
い
た
。

日
本
の
建
築
や
住
居
に
お
け

る
発
展
の
歴
史
を
、
と
く
に

近
世
以
前
の
日
本
建
築
に
お

け
る
日
本
独
自
的
側
面
、
中

国
等
か
ら
の
派
生
的
側
面
に

つ
い
て
の
分
類
と
比
較
に
つ

い
て
お
話
し
て
頂
い
た
。

▼
学
び

今
回
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
書

く
に
あ
た
り
モ
リ
ス
氏
と
の

意
見
交
換
で
有
益
な
想
起
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
一
部

に
は
気
づ
き
や
伝
統
と
し
て

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
明
解
で
あ
る
。

モ
リ
ス
氏
は
、
こ
れ
ま
で

の
過
去
に
お
い
て
も
、
人
間

は
工
夫
し
、
ま
ぁ
ま
ぁ
の
日

常
生
活
水
準
を
可
能
に
し
て

き
た
こ
と
に
、
価
値
を
見
出

す
べ
き
と
の
意
見
で
あ
る
。

そ
の
視
点
は
筆
者
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
筆
者
の
「
自
然
と
至
然
」

の
提
案
に
も
一
致
し
、
自
然

と
の
共
生
を
重
視
し
た
い

【
註
３
】。
日
常
の
暮
ら
し
や

活
動
に
お
い
て
は
、
長
野
県

の
軽
井
沢
や
御
代
田
に
は
、

つ
ぎ
の
方
言
が
あ
る
。「
な

か
ら
」と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

「
な
か
ら
」
は
、「
ほ
ど
ほ

ど
に
し
よ
う
よ
」、「
ま
ぁ
ま

ぁ
」
で
い
い
と
い
う
こ
と

で
、
例
え
ば
、「
今
日
の
仕

事
は
、〈
な
か
ら
〉
で
行
こ

う
…
。」
な
ど
の
使
い
方
で

あ
る
。

千
葉
大
で
の
元
同
僚
で
い

ま
は
故
人
と
な
っ
た
延
藤
安

弘
先
生
の
提
唱
し
て
い
た

「
ま
ち
の
縁
側
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
引
き
継
い
で
御

代
田
町
の
斎
藤
百
合
子
氏

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
名
前
に
「
な

か
ら
」
を
用
い
、〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ま
ち
の
縁
側
な
か
ら
〉

を
運
営
し
て
い
る
。
筆
者
は

こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
「
地
域
で
の

防
災
食
の
普
及
」
の
活
動
に

お
い
て
協
力
い
て
頂
い
て
い

る
。ま

た
、
御
代
田
町
に
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
「
ほ
ど
ほ

ど
」
と
い
う
意
味
のLagom

と

い
う
言
葉
を
付
け
た
イ
ン
テ

リ
ア
シ
ョ
ッ
プ Lagom

が
あ

る
。
こ
れ
も
、「
ま
ぁ
ま
ぁ
」

や
「
な
か
ら
」
に
相
当
す
る
感

覚
で
あ
る
と
思
う
。
モ
リ
ス
氏

か
ら
頂
い
た
コ
メ
ン
ト
は
、
歴

史
研
究
か
ら
、
ま
た
英
国
人
の

血
流
と
し
て
の
意
見
で
あ
る

か
と
も
思
う
。
短
期
的
目
線
や

哲
学
的
視
点
に
疎
い
一
般
の

日
本
人
の
反
省
点
で
は
な
い

か
と
知
ら
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
で
気
づ
か
さ
れ
た

分
散
型
の
暮
ら
し
は
、
地
方

の
建
築
の
再
生
を
可
能
に
す

る
経
済
的
な
仕
組
み
と
と
も

に
愛
着
と
価
値
の
創
造
へ
の

気
づ
き
は
、
モ
リ
ス
氏
の
建

築
史
学
の
４
つ
役
割
が
ヒ
ン

ト
と
な
る
し
、
重
要
な
課
題

解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る

と
い
え
る
。
歴
史
は
生
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

【
註
１
】On Japanese Tra

ditional 
Architecture 

and 
its 

history

、
２
０

２
２
年
５
月
、

http://www.eng.chiba

-u.ac.jp/outProfile.ts

v%3Fno=1063.html

【
註
２
】「
建
築
史
学
の
役
割

と
重
要
性
」
２
０
２
２
年
３

月

https://www.youtube.

com/watch?v=krLPGtqHd

bs【
註
３
】「
自
然
と
至
然
」
―

自
然
と
共
生
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
、『
環
境
管
理
』
２
０
２

１
年
３
月

９
９
６
年
に
は
千
葉
大
学

の
建
築
史
の
講
座
に
講
師

と
し
て
就
職
し
た
。
助
教

授
、
准
教
授
を
経
て
、
２

０
０
７
年
に
教
授
、
２
０

２
２
年
、
65
歳
と
な
り
定

年
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て

町
屋
に
代
表
さ
れ
る
都
市

に
お
け
る
特
徴
的
な
建
築

物
の
成
り
立
ち
や
構
造
と

特
徴
、
建
築
と
し
て
の
価

値
に
つ
い
て
、
東
洋
と
西

し
て
「
建
築
史

学
」
の
役
割
に
つ

い
て
モ
リ
ス
氏

は
、
次
の
４
つ
に

分
け
て
説
明
し
た
。

①
過
去
に
光
を
当

て
る
歴
史
的
資
料

と
し
て

②
歴
史
的
建
築
の

保
全
を
起
こ
し
た

り
、
支
え
た
り
す

る
分
野
と
し
て

③
設
計
に
お
け
る

前
例
の
宝
箱
と
デ


